
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

こ
の
時
の
組
合
頭
取
は
横
尾
順

一
氏
で
総
代
は

相
良
滝
六
、
千
原
善
太
、
宇
野
直
蔵
、
中
野
伍
兵

衛
、
稲
尾
長
七
、
宮
崎
太
市
、
石
井
岩
吉
、
原
新

十
郎
、
桜
木
夘
三
郎
、
栗
秋
助
太
郎
の
各
氏
で
草

創
期
の
組
合
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

ま
た
機
構
と
し
て
は
営
業
所
出
張
所
は
支
配
人

一
名
、
書
記
三
名
、
小
使

一
名
で
、
支
配
人
は
組

合
で
選
任
さ
れ
て
い
た
。

当
時
の
共
算
組
会
申
合
契
約
書
に
よ
る
と
、

組
合
役
員
で
あ
る
頭
取
、
総
代
、
支
配
人
の
旅

費
は

一
里
に
つ
き

一
○
銭
、
書
記
の
旅
費
は

一
里

に
ち
き
五
銭
、
滞
在
日
当

一
日
五
○
銭
、
書
記

一

日
三
○
銭
、
総
代
会
の
日
当

一
日
三
○
銭
で
あ
り

「総
代
会
に
は
議
長
を
要
せ
ず
頭
取
は
総
代
の
資

格
を
以
て
総
代
会
に
列
す
べ
し
」
と
あ
り
。

「総
代
会
に
お
い
て
は
呼
出
し
出
頭
時
間
よ
り

一

時
三
○
分
間
を
経
過
し
出
頭
せ
し
者
に
は
日
当
を

給
せ
ず
」
。

「
こ
の
申
合
せ
契
約
に
違
約
す
る
者

は
五
○
銭
以
上

一
○
円
以
下
の
過
怠
金
を
徴
収
す

べ
し
」
。
と
厳
し
く
規
制
し
、

ま
た
営
業
所
支
配
人
年
俸
三
○
○
円
、
交
際
費

年
六
○
円
、

書
記
石
橋
八
郎
は
年
俸
九
六
円
、

小
使
年
給

三
六
円

大
川
町
出
張
所
書
記
財
津
政

一
年
俸

一
三
二
円
、

同
所
書
記
宮
本
熊
吉
年
俸
八
四
円
、
同
所
小
使
年

給

一
八
円
で
あ
っ
た
。

〈次
号

へ
続
く
〉

☆
木
材
製
造
業
安
全
衛
生
管
理
研
修
会

毎
年
、
当
組
合
と
労
働
基
準
協
会
と
の
共
催
に

よ
り
木
材
製
造
業
に
お
け
る
自
主
的
安
全
衛
生
活

動
の
促
進
を
期
す
た
め
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

来
賓
の
日
田
労
働
基
準
監
督
署

田
中
署
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
林
業

・
木
材
製
造
業
の
全
産

業
に
於
い
て
災
害
発
生
件
数
の
割
合
が
高
く
な

っ

て
い
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
安
全
管
理
士
石
川
幹
靖
氏

（林
業

・

木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
）
に
、
林
材
業

労
働
災
害
防
止
計
画

「木
材
製
造
業
の
着
実
な

実
施
に
向
け
て
」
と
題
し
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

労
災
の
事
故
は
、
概
ね
機
械
の
点
検
時
に
停
止

を
し
て
い
な
い
事
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

☆
組
合
員
製
材
工
場

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

本
年
二
回
目
の
製
材
工
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

労
働
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
と
林
災
防
日
田
支
部
、

労
働
安
全
基
準
協
会
の
協
力
を
得
ま
し
て
、
林
業

・

木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
、
安
全
管
理
士

の
石
川
幹
靖
氏
と
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、

（資
）
イ
マ
ム
ラ
、
稲
尾

（株
）
、

ヤ
マ
イ
井
上
製
材
所
、

（有
）
桜
木
製
材
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。
各
事
業
所
も
大
き
い
労
働
災
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
事
故
の
起
き
な

い
よ
う
安
全
靴
や
、
耳
栓
の
装
着
等
の
対
策
も
進

め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
巡
回
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
組
合
員
製
材
工
場
の
巡
回
の
際
に
は

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
説
明
会

2
月
26
日
、
日
田
木
材
協
同
組
合
2
階
会
議
室

に
て
、
Ｃ

ｏ
Ｃ
認
証
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
説
明
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

Ｃ

ｏ
Ｃ
認
証
制
度
の
説
明
会
は
、
昨
年
7
月
と

12
月
の
販
売
会
議
、
今
回
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
17
名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。
講
師
に
大
分

県
林
産
振
興
室
の
松
本
主
幹
に
来
組
頂
き
ま
し
て
、

1

：
森
林
認
証
制
度
の
概
要

2

：
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
制
度
の
概
要
と
現
況

3

：
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
の
審
査
方
法
の
概
要

4

：
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
審
査
で

事
前
準
備
を
お
願
い
す
る
も
の

5

：
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
取
得
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

を
説
明
頂
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
武
道
場
の

建
設
概
要
に
よ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
利
用
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
取

得
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
説
明
を
頂
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

木
協
と
し
て
は
Ｃ

ｏ
Ｃ
認
証
の
グ
ル
ー
プ
認
証

の
取
得
に
つ
い
て
は
、
幾

つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
役
員
会
で
協
議
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

☆
平
成
31
年
初
市

（県
木
青
会
協
賛
）

1
月
15
日
㈫
、
今
年
の
初
市
は
大
分
県
木
材
青

壮
年
連
合
会
協
賛
市
と
い
う
新
し
い
試
み
で
、
県

内
素
材
生
産
者
を
は
じ
め
そ
の
他
各
方
面
よ
り
多

量
の
ご
出
荷
を
頂
き
関
係
者
の
皆
様
に
は
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

市
況
は
、
４
ｍ
材
で
高
値
横
ば
い
又
は
値
戻
し

を
見
せ
る
展
開
で
し
た
。
杉
３

ｍ
材
で
も
ほ
ぼ
全

面
高
で
取
引
さ
れ
強
保
合
で
す
。
桧
材
は
前
回
弱

気
配
が
特
に
感
じ
ら
れ
今
回
更
に
下
落
し
ま
し
た
。

多
数
の
ご
出
荷
、
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

取
扱
い
材
積

：
一
、
三
五
八

・
三
五
九
㎥

取
扱
い
金
額

：
一
六
、
四

一
一
、
二
三
九
円

平
均
単
価

：
一
二
、
○
八

一
円

☆
お
知
ら
せ

〇
組
合
員
代
表
者
の
届
け
出
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
出
を
、
４
月
に
推
薦

投
票
に
て
行
い
ま
す
。

被
推
薦
人
は
、
組
合
員
代
表
者
と
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
組
合
員
名
簿
よ
り
代
表
者
の
変
更

が
有
る
方
は
、
木
協
事
務
所

へ
の
変
更
の
届
け
出

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（平
成
30
年
度
中
に
変
更

さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。
）
変
更
の
有
る
方
は
3

月
20
日
ま
で
に
変
更
届
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
組
合
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〇
平
成
30
年
度
木
づ
か
い
促
進
事
業

豪
雨
災
害
に
よ
る
建
替
え

・
修
繕
は
随
時
受
付

し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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